
人以下23.5％）、４％以上の賃上げは３割強（全
体35.8％、20人以下32.3％）となった。
パート・アルバイトの賃上げ額（時給）は加

重平均で37.6円、賃上げ率は3.43％となった。
従業員数20人以下の企業では、43.3円、3.88%
だった。５％以上の賃上げを行った企業は３割
近く（全体27.5%、20人以下29.7%）、４%以上の
賃上げは４割超（全体43.6%、20人以下46.4％）
と、大幅な賃上げを行う企業の割合が高い。

No.138
各地商工会議所

日本商工会議所

中小企業の賃金改定に関する調査

新たな局面を迎えるわが国の観光に関する要望

賃上げ率３％台半ば

観光立国実現へ地域経済の好循環構築を

日本・東京商工会議所は６月５日、「中小企
業の賃金改定に関する調査」の結果を公表し
た。同調査は、物価上昇や人手不足を背景に
賃上げの機運が高まり、雇用の７割を支える中
小企業の賃上げへの関心が高まる中、中小企
業の賃上げの実態を詳細に把握し、今後の要
望活動に生かしていくために実施した。日商・
東商が中小企業の賃上げ額・賃上げ率を調
査し公表するのは今回が初めて。調査期間は
2024年４月19日～５月17日で、1979
社が回答した。
正社員の賃上げ額（月給）は加重
平均で9662円、賃上げ率は3.62％。従
業員数20人以下の企業では8801円、
3.34％だった。５％以上の賃上げを
行った企業は２割強（全体24.7％、20

日本商工会議所は６月21日、「新たな局面を
迎えるわが国の観光に関する要望～地域を支
える産業として観光が発展するために～」を取
りまとめた。
地方から大都市への人口流出が依然として

歯止めがかからない中で交流人口がもたらす
経済波及効果などの観点から、地域社会・経
済において観光が果たす役割はこれまで以上
に重要となっている。一方、インバウンド需要
は従来から課題視されている三大都市圏への
偏在がますます加速し、オーバーツーリズム対
策や地方誘客が急務だが、深刻化する人手不
足により、労働集約型ビジネスモデルでの成
長はもはや限界を迎えている。

今回の要望の主な柱は①地域経済の好循環
を促す観光地域づくりの促進②地域に人と投
資を呼び込む地域ブランディングの促進③観
光産業の持続的発展に向けた環境整備―の
３点。観光立国の実現や持続可能な観光地域
づくりに向けて、地域の観光戦略に位置付けら
れた産業界や事業者のプロジェクトを支援す
る施策の充実・強化、
地域一体となって取
り組む地域ブランド
の形成・活用の取り
組み支援、観光需要
の分散化・平準化な
どを求めている。

2024年７月発行

要望の主な柱
Ⅰ．地域経済の好循環を促す観
光地域づくりの促進

Ⅱ．地域に人と投資を呼び込む
地域ブランディングの促進

Ⅲ．観光産業の持続的発展に向
けた環境整備
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中小正社員の賃上げ率．％　大企業となお格差
中
小
企
業
の
賃
金
改
定
に
関
す
る
調
査（
概
要
）

２
０
２
４
年
６
月
５
日
　
日
本
商
工
会
議
所

東
京
商
工
会
議
所

１

２
０
２
４
年
度
の
賃

上
げ

２

正
社
員
の
賃
上
げ

３

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
賃
上
げ

４

賃
上
げ
に
関
す
る
中

小
企
業
の
声
（
自
由
回
答

欄
よ
り
抜
粋
）

　
日
本
商
工
会
議
所
な
ら
び
に
東
京
商
工
会
議
所
は
６
月
５
日
、
各
地
商
工
会
議
所
の
協
力
の
下
、
本
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

実
施
し
た
「
中
小
企
業
の
賃
金
改
定
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
本
調
査
に
よ
る
と
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ
率
は
、
正

社
員
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
共
に
３
％
台
半
ば
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
（
関
連
記
事
１
面
に
）

２
０
２
４
年
度
の
賃
上

げ
、
防
衛
的
賃
上
げ

【
全
体
集
計
】

○

年
度
に
「
賃
上
げ
を

実
施
（
予
定
含
む
）
」
と

回
答
し
た
企
業
は

・
３

％
と
７
割
を
超
え
、
本
年

１
月
調
査
（

・
３
％
）

か
ら

・
０
㌽
増
。
中
小

企
業
に
お
い
て
も
賃
上
げ

へ
の
取
り
組
み
が
進
む
。

（
図
１
）

○
う
ち
「
業
績
の
改
善
が

見
ら
れ
な
い
が
賃
上
げ
を

実
施
予
定
」は

・
１
％
。

本
年
１
月
調
査
（

・
３

％
）
か
ら
１
・
２
㌽
減
少

も
、
依
然
６
割
近
く
が

「
防
衛
的
な
賃
上
げ
」
。

（
図
２
）

【
従
業
員
規
模
別
集
計

（

人
以
下
）
】

○
従
業
員
数

人
以
下
の

企
業
で
は
、
「
賃
上
げ
を

実
施
（
予
定
含
む
）
」
は


・
３
％
と
全
体
よ
り


㌽
低
く
、
「
防
衛
的
な
賃

上
げ
」
の
割
合
は

・
１

％
と
５
㌽
高
い
。（
図
３
）

○
中
小
企
業
の
中
で
も
、

規
模
の
小
さ
な
事
業
所
で

は
、
賃
上
げ
の
動
き
は
や

や
鈍
く
、
厳
し
い
状
況
が

う
か
が
え
る
。
（
図
４
）

２
０
２
４
年
度
の
賃
上
げ

【
業
種
別
集
計
】

○
「
賃
上
げ
を
実
施
（
予

定
含
む
）
」
と
回
答
し
た

割
合
は
卸
売
業
（

・
５

％
）
、
製
造
業
（

・
２

％
）で
８
割
超
。（
図
５
）

○
最
も
低
い
医
療
・
介
護

・
看
護
業
で
５
割
強
（


・
５
％
）
と
全
業
種
で
半

数
以
上
が
賃
上
げ
。

（
図
６
）

２
０
２
４
年
度
の
賃
上

げ
、
防
衛
的
賃
上
げ

【
業
種
別
集
計
】

○
情
報
通
信
業
、
宿
泊
・

飲
食
業
、
金
融
・
保
険
・

不
動
産
業
で
は
、
「
前
向

き
な
賃
上
げ
」
が
５
割
超

に
達
す
る
一
方
、
運
輸
業

で
は「
防
衛
的
な
賃
上
げ
」

が
７
割
超
（

・
２
％
）

と
業
種
に
よ
る
差
が
見
ら

れ
る
。

賃
上
げ
額
・
率
（
加
重
平

均
）
【
全
体
集
計
、
従
業

員
規
模
別
集
計
（

人
以

下
）
】

○
正
社
員
の
「
賃
上
げ
額

（
月
給
）
」
は
加
重
平
均

で
９
６
６
２
円
、
「
賃
上

げ
率
」
は
３
・

％
。

従
業
員
数

人
以
下
の
企

業
で
は
８
８
０
１
円
、
３

・

％
。
（
図
７
）

○「
５
％
以
上
の
賃
上
げ
」

は
２
割
強
（
全
体


・

７
％
、

人
以
下


・

５
％
）
、
「
４
％
以
上
の

賃
上
げ
」
は
３
割
強
（
全

体


・
８
％
、

人
以

下


・
３
％
）（
図
８
）

【
業
種
別
集
計
】

○
業
種
別
で
は
、
そ
の
他

サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
で

４
％
台
と
高
く
、運
輸
業
、

医
療
・
介
護
・
看
護
業
は

２
％
台
に
と
ど
ま
る
。

賞
与
・
一
時
金
の
支
給

【
全
体
集
計
、
業
種
別
集

計
】

○
賞
与
・
一
時
金
を
「
昨

年
度
を
上
回
る
水
準
で
支

給
（
予
定
含
む
）
」
と
す

る
企
業
は
、
２
割
強
（


・
９
％
）
。

○
業
種
別
で
は
、
医
療
・

看
護
・
介
護
業
、卸
売
業
、

情
報
通
信
・
情
報
サ
ー
ビ

ス
業
で
３
割
を
超
え
る
一

方
、
宿
泊
・
飲
食
業
で
は

２
割
に
と
ど
か
な
い
（


・
９
％
）
。

賃
上
げ
額
・
率
（
加
重
平

均
）
【
全
体
集
計
、
従
業

員
規
模
別
集
計
（

人
以

下
）
】

○
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

の「
賃
上
げ
額（
時
給
）」

は
加
重
平
均
で

・
６
円
、

「
賃
上
げ
率
」
は
３
・


％
。
従
業
員
数

人
以
下

の
企
業
で
は
、
・
３
円
、

３
・

％
。
（
図
９
）

○「
５
％
以
上
の
賃
上
げ
」

は
３
割
近
く
（
全
体



・
５
％
、

人
以
下



・
７
％
）
、
「
４
％
以
上

の
賃
上
げ
」
は
４
割
超

（
全
体


・
６
％
、


人
以
下

・
４
％
）
と
、

大
幅
な
賃
上
げ
を
行
う
企

業
の
割
合
が
高
い
。
（
図


）

【
業
種
別
集
計
】

○
業
種
別
で
は
、
医
療
・

介
護
・
看
護
業
（
４
・


％
）
、
運
輸
業
（
４
・


％
）
で
４
％
台
後
半
と
高

い
賃
上
げ
率
。

○
介
護
報
酬
、
標
準
運
賃

の
設
定
も
あ
り
、
正
社
員

の
賃
上
げ
が
難
し
い
中
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の

賃
上
げ
に
よ
り
人
員
確
保

を
図
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。

賞
与
・
一
時
金
の
支
給

【
全
体
集
計
、
業
種
別
集

計
】

○
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

の
賞
与
・
一
時
金
を
「
昨

年
度
を
上
回
る
水
準
で
支

給
（
予
定
含
む
）
」
と
す

る
企
業
は
、
約
１
割
（


・
６
％
）
。

○
運
輸
業（

・
１
％
）、

医
療
・
介
護
・
看
護
業

（

・
５
％
）
で
は
２
割

を
超
え
、
賃
金
と
同
じ
く

引
き
上
げ
の
動
き
が
顕
著
。

【
賃
上
げ
と
価
格
転
嫁
】

○
最
低
賃
金
の
上
昇
幅
が

大
き
く
、
物
価
高
も
続
く

中
で
、
賃
上
げ
の
圧
力
は

高
ま
っ
て
い
る
が
、
原
資

が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
ど

う
に
も
な
ら
な
い
。
利
益

を
削
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
、
賃
上
げ
に
応
え
ら
れ

る
か
は
価
格
転
嫁
で
き
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
が
、

不
透
明
で
あ
る
。

（
東
北
・
製
造
業
）

○
大
企
業
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
満
額
回
答
の
ニ
ュ
ー
ス

が
出
て
も
、
中
小
企
業
は

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
。
そ
の

中
で
も
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
風
潮

の
中
で
行
っ
て
い
る
が
、

十
分
な
金
額
に
は
な
っ
て

い
な
い
。

○
電
気
代
、
人
件
費
と
上

が
る
中
で
製
品
単
価
に
反

映
で
き
ず
か
な
り
厳
し
い

状
況
。

（
関
東
・
製
造
業
）

○
電
気
・
ガ
ソ
リ
ン
の
高

騰
、
商
品
の
値
上
り
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
手
数
料

な
ど
小
売
業
は
利
益
を
出

す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。

○
地
域
の
小
売
店
が
継
続

で
き
な
く
な
る
と
地
域
の

魅
力
や
活
力
が
失
わ
れ

る
。
賃
上
げ
は
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
。

（
中
部
・
小
売
業
）

【
制
度
上
の
課
題
と
政
府

へ
の
要
望
】

○
人
手
不
足
の
中
、
残
業

規
制
な
ど
で
仕
事
を
減
ら

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
中
で
給
与
を
上
げ
続

け
る
こ
と
は
厳
し
い
。

（
北
海
道
・
建
設
業
）

○
社
員
の
給
与
を
上
げ
る

の
は
経
営
者
の
仕
事
。
た

だ
し
、
社
員
は
社
会
保
険

料
の
増
加
な
ど
で
増
え
て

い
る
実
感
が
な
い
。

（
関
西
・
宿
泊
・
飲
食
業
）

○
人
手
不
足
の
中
で
賃
上

げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

就
業
調
整
の
要
因
と
な
る

１
３
０
万
円
の
壁
に
つ
い

て
一
時
的
な
措
置
で
は
な

く
、
抜
本
的
な
対
策
を
し

て
ほ
し
い
。

（
中
国
・
小
売
業
）

○
大
手
企
業
か
ら
中
小
企

業
へ
と
賃
上
げ
の
波
が
届

き
始
め
た
と
思
う
が
、
さ

ら
に
、
小
規
模
事
業
者
ま

で
賃
上
げ
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
は
、
ま
だ

時
間
が
必
要
。
人
材
不
足

の
た
め
、
人
員
確
保
の
求

人
に
苦
労
し
て
お
り
、
今

後
も
小
規
模
事
業
者
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
お

願
い
し
た
い
。

（
九
州
・
そ
の
他
サ
ー
ビ

ス
業
）

　
本
調
査
結
果

の
詳
細
は
、
こ

ち
ら
。

正社員の賃上げ【賃上げ額・率】

（参考）連合2024春季生活闘争第5回回答集計：300人未満の企業の賃上げ額11,889円、賃上げ率4.66%（加重平均）
厚生労働省令和5年賃金改定状況調査結果：一般労働者およびパートタイム労働者の賃金上昇率2.5%（常用雇用者30人未満事業所）

（令和４年６月と令和５年６月の両方に在籍していた労働者のみを対象とした集計）
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地域・中小企業を元気にする

お問い合わせ先

商工会議所は、地域の商工業者の応援団です。
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りと後押ししていかなければならない」と述べ
た。その後の意見発表では、東北ブロック６
県の商工会議所から新岡常雄会頭（青森県・
黒石）、花坂康太郎会頭（岩手県・宮古）、菅
原昭彦会頭（宮城県・気仙沼）、渡部尚男会頭
（秋田県・横手）、野川勝弘会頭（山形県・天童）、
草野清貴会頭（福島県・相馬）が、各商工会
議所の事業活動などについて発表を行った。
意見交換後に小林会頭は、地域活性化や人

手不足などが課題となる中、食と祭りを絡めた
地域活性化の
取り組みやデジ
タルデータを活
用した地域活性
化策の検討、若
手人材の育成、
商工会議所職
員の能力向上な
どの取り組みに
ついて高く評価
した。

2024年７月発行

東北六県連との懇談会

持続的成長の実現に向け意見交換
日本商工会議所は６月20～ 21日、宮城県
仙台市で日商・東北六県商工会議所連合会懇
談会、第737回常議員会・第303回議員総会な
どの諸会議を開催した。20日に開催した日商・
東北六県連懇談会では、東北ブロック内の商
工会議所会頭から、地域活性化に向けた取り
組みや課題について発表。日商の小林健会頭
は、「中小企業の成長と地域社会との共生を基
軸に、日本経済の持続的な成長を実現してい
くことが、われわれに課された使命。克服しな
ければならない課題は山積しているが、日商と
しても皆さまと共に、地域経済の好循環による
日本再生・変革に挑戦していく」と述べた。
日商・東北六県連懇談会には、東北ブロッ
ク商工会議所の会頭・副会頭を中心に、全国
124商工会議所から234人が出席した。小林会
頭は冒頭のあいさつで、「コロナ禍を乗り越え、
社会経済活動が正常化したことで、中小企業
における設備投資や賃上げなど前向きな動き
も出てきている。商工会議所としては、こうし
た中小企業の自己変革に向けた挑戦をしっか 全国の商工会議所から234人が参加


